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 「 県を動かした高校生の熱意 」 

                                        校長 堀越 敦 

 新型コロナウイルス感染拡大により、この２年間、多くの高校では文化祭の一般公開が中止となっていまし

た。今年度も県教育委員会が一般公開を実施しないと決定し、５月に学校に通知していました。ところが、６

月に文化祭の一般公開に向けて準備していた県立春日部高校の生徒は、あきらめませんでした。当初は、有志

の数人で活動を開始し、５月の臨時生徒総会において「一般公開したいというのがみんなの思い。とにかく発

信したい」という全校生徒の総意で陳情書を可決させました。さらに、県内の１３４の高校生徒会に賛同を求

める文書を送り、２０校の賛同を得たそうです。最終的には、２０校連名の陳情書と全国からインターネット

で集めた署名１万６９７８人分を埼玉県教育委員会教育長宛てに提出しました。その結果、県教育委員会は、

当初の決定を変更し、ついに文化祭の一般公開を認めたのです。その後、自分たちで話し合い、感染対策とし

て事前予約制を決定し、６月上旬に文化祭が実施されました。２日間で約７５００人が訪れたそうです。春日

部高校の文化祭を見て入学を決意した生徒も大勢いるほど、春日部高校の文化祭は最高に盛り上がる最大の行

事です。そんな文化祭を絶対に実施したい、成功させたいという生徒の熱い思いが県を動かしたのです。 

 「文化祭ができない」と文句を言っているだけでは何も変わりません。文句や愚痴は、人の心には届かない

ものです。春高生は、どうしたら一般公開の文化祭ができるのかを必死で考え、きちんとした手順を追って行

動に移しました。だからこそ、彼らの熱意が多くの共感を生み、賛同者を増やし、県の人の心にも届いたので

す。彼らの熱い思い、行動力は、今後も伝説になるでしょう。中学生と年齢の近い高校生がこれだけのことが

できると示してくれました。何かを変えるには、こうすればいいんだという、よい見本ですね。 

 ３年生の国語の教科書に掲載されている「故郷」（作者：魯迅）という作品は、次の文で締めくくられてい

ます。「もともと地上には道はない。歩く人が多くなれば、それが道になるのだ。」（※この意味はじっくり考

えてみてください。）このフレーズを思い起こさせてくれる、感動と勇気をもらえるエピソードでした。 

 
 
 
 
 
1 金 北埼玉地区夏季陸上大会 16 土  

2 土 漢字検定 17 日  

3 日  18 月 海の日 

4 月  19 火 ３時間授業 大掃除 

5 火  20 水 終業式 安全の日 

6 水 短縮授業 専門委員会 部活休みの日 21 木 夏季休業日（～8／26まで） 三者面談 

7 木 行田市教委・東部教育事務所訪問 ５時間授業 22 金 三者面談 

8 金  23 土 家庭教育セミナー「南小・行田中サマースクール」 

9 土  24 日  

10 日  25 月 三者面談 

11 月 学期末短縮授業(５時間) 26 火 三者面談 

12 火 学期末短縮授業(５時間) 水曜授業 ２年期末 PTA 27 水 三者面談 

13 水 学期末短縮授業(５時間) 火曜授業 生徒総会 補習(質問室・自習室)  28 木 三者面談 

14 木 学期末短縮授業(５時間) １年期末 PTA 29 金 三者面談 

15 金 学期末短縮授業(５時間) ３年期末 PTA 給食終了 30 土  

 31 日  
 

 
行 田 中 学 校 だ よ り 

学べ 鍛えろ 夢を持て 
第４号 令和４年７月６日発行 

《 学校教育目標 》 

よく考え自ら学ぶ生徒 

誠実で情操豊かな生徒 

心も体もたくましい生徒 

 

北埼玉地区夏季総合体育大会（陸上競技）が熊谷スポーツ文化公園陸上競技場で開催されました。気温４
０度の猛暑の中でしたが、一人一人が自己ベスト達成に向けて力を出し切りました。 

北埼玉地区夏季総合体育大会 陸上競技 7/1 

〈主な結果〉 ※県は県大会出場 
【男子】◇１年 1500m 優勝 島﨑翔大 県 
     ◇１年走り幅跳び 第３位 荻津光希 県 
     ◇200m 第５位 平田圭佑 県 

◇走り幅跳び 優勝 高橋 快 県 
     ◇砲丸投げ 第２位 柿谷翔太朗 県 

◇男子総合 第５位 
【女子】◇800m 第４位 大澤菜緒 県 

 

 昨年度に姉妹校となった船橋市立行田中学校とついに対面での交 

流が実現しました。両校の１年生同士がさきたま古墳公園にて交流 

会を行いました。船橋行田中の１年生はバス１５台、１０クラス、 

３２５名。人数に圧倒されましたが、本校の１年生も大歓迎。開会 

式の後は、グループ別に分かれ、本校の生徒が自作のパンフレット 

を渡して、さきたま古墳や行田市の紹介をしました。その堂々とし 

た発表ぶりがとても立派でした。発表後は互いに雑談をして自然な 

交流が行われていました。閉会式では、船橋行田中から船橋の伝統 

芸能である「ばか面」と紹介ボードをいただきました。最後は代表 

生徒、両校全員で記念撮影もしました。 

 ３０分程度の交流会でしたが、同じ「行田中学校」同士、とても 

友好的な雰囲気でした。お別れの際は、互いに手を振って名残を惜 

しんでいました。互いに刺激を受けた、そんな交流会でした。 

船橋市立行田中学校との姉妹校交流会 6/3 
７月の行事予定 

【８月の主な予定】 
○三者面談 ～8／2(火)まで 
○サマースクール（1・2年） 
…8／3(水)～8／5(金) 

○行田版フォローアップ教室（３年） 
 …7/23(土),7/30(土) ,8/6(土) 
○日直を置かない日 
…8／11(木)～8／16(火) 

○２学期始業式…8／29(月) 

 
北埼玉地区夏季総合体育大会が各会場で開催されました。新人戦が中止だった分、この大会に懸ける気持

ちも強かったはずです。勝利を目指して「行中魂」を最後まで発揮してくれました。※結果の中の県は県大会出場 

◇バスケットボール男子 １回戦惜敗 
◇バレーボール女子   １回戦惜敗 
◇バドミントン女子 団体戦１回戦惜敗 個人戦 惜敗 
◇卓球男子 団体戦予選リーグ惜敗(1勝)  個人戦 惜敗 
◇柔道 田代廉太郎 第２位 県  清水柚奈 優勝 県 

◇バスケットボール女子 第２位 県 
◇硬式テニス 団体戦 第３位 
       シングルス 優勝 牛込さくら 県 
       ダブルス 第６位 中村翔菜・長谷川奈那 県 
◇サッカー 第３位  ◇野球 １回戦惜敗 

北埼玉地区夏季総合体育大会 6/15～17 

詳細は本校ホームページをご覧ください。 


